様式第２号（第４条及び第５条関係）

[bookmark: OLE_LINK1]有害鳥獣防除柵等設置事業実施計画書（記入例）


１　事業の目的
　鳥獣による農作物への被害の防止を図るため、　電気牧柵　の設置を実施する。

２　事業計画
　(1) 事業実施主体名：飯田　太郎
　(2) 実施地区：飯田市鼎地区
(3) 事業区分名：電気牧柵 / 防除柵　※どちらかに○。防鳥ネットの場合は防除柵に○。
　(4) 被害作物：リンゴ、柿
　(5) 被害鳥獣：サル
[bookmark: OLE_LINK2]　(6) 工期：着工予定年月日　　令和●年●月●日
　　　　　　　　　　　竣工予定年月日　　令和●年●月●日

	事業内容
	構造、規模
能力等
	事業量
	事業費
(税抜)
	負担区分
	備考

	
	
	
	
	市補助金
	自己負担
	その他
	受益戸数
	受益面積
	設置場所

	電気牧柵
	高さ３ｍ
×
延長50ｍ

※総延長や包囲面積などを記入
	１

※施工箇所が1つの場合は１
	440,000
(400,000)

※上段に税込金額、
下段に括弧書きで税抜金額
	100,000

※税抜資材購入費の1/2以内。ただし、電気牧柵の上限は10万円、防除柵の上限は３万円。
	340,000

※事業費の税込金額から市補助金額を差引いた額
	
	１戸

※申請者本人の農地のみであれば１戸
	20a
	飯田市鼎東鼎281

※設置する農地の地番を記入

	合計
	440,000
	100,000
	340,000
	
	１戸
	20a
	



３　事業完了予定年月日
　　　　　　令和●年●月●日　※竣工後に材料費を支払う場合は支払予定日。竣工前に材料費を支払う場合は竣工日。正確な日でなくて構いません。

４　実施計画書添付書類
(1) 受益地区及び施設等の設置場所を示す位置図　※添付が難しい場合は、設置する農地の地番を提出時に教えてください
(2) 事業量・事業費・規模決定根拠資料等　※見積書（１社で構いません）


